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●●

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

、

　
昨
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
今
年
て
二
回
目
と
な
’
、
た
「
三
世
代
交
流
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
一
は
、
七
弓
＋
日
百
）
町
総
合
7
ラ
ウ
ン
」
、
町
内
か
ら
四
＋
五

チ
ー
ム
か
参
加
し
て
開
か
丸
↓
二
し
た
．

　
真
夏
日
の
つ
つ
い
て
い
る
頃
ど
あ
’
、
て
試
合
前
日
か
ら
晴
天
が
予
想
さ
れ
、

当
日
は
そ
の
予
想
ど
お
り
（
以
上
？
｝
の
天
候
と
な
り
、
集
ま
／
、
た
三
世
代
の

子
供
か
ら
お
と
う
さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
、
そ
し
て
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
は
あ
ち

ゃ
ん
六
〇
〇
名
は
朝
か
ら
キ
ラ
キ
ラ
と
琿
ぐ
夏
の
太
陽
の
τ
r
、
、
日
章
汁
も

気
に
せ
す
、
ゲ
ー
ト
め
さ
し
て
一
生
懸
命
フ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
、

ん

∵
江
概

Q
O
。
．

　
　
、
．
『
国
守

第
2
回

　
大
会
は
午
前
八
時
半
開
会
し
、
開

会
式
で
は
前
回
の
優
勝
及
び
準
優
勝

チ
ー
ム
か
ら
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
返
還
が

行
な
わ
れ
た
後
、
選
手
を
代
表
し
て

小
野
田
の
黒
木
隆
平
君
（
6
年
生
）
が

「
暑
さ
に
負
け
ず
、
楽
し
く
は
つ
ら
つ

と
プ
レ
ー
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」

と
力
強
く
選
手
卑
近
．
口
を
行
な
い
ま
し

た
。　
開
会
式
が
終
わ
る
と
早
速
選
手
た

ち
は
八
コ
！
ト
に
分
か
れ
競
技
に
入

っ
て
い
き
ま
し
た
。
普
段
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
に
接
し
た
こ
と
の
な
い
お
と
う

さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
、
そ
し
て
子
供

た
ち
は
、
は
じ
め
の
内
は
な
か
な
か

ゲ
ー
ト
を
通
過
さ
せ
る
こ
と
が
出
来

ず
、
見
か
ね
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
は
早
く
も
ア
ド
バ

イ
ス
が
と
ぶ
場
面
も
あ
り
、
ま
た
逆

に
た
よ
り
に
な
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た

ち
に
は
「
頑
張
れ
／
．
お
じ
い
ち
ゃ
ん

〃
」
と
声
援
が
と
ん
だ
り
し
て
、
普

段
な
か
な
か
機
会
の
な
い
三
世
代
の

ふ
れ
あ
い
が
、
ど
の
コ
ー
ト
か
ら
も

見
ら
れ
ま
し
た
．
、

　
試
合
の
結
果
、
ヒ
位
入
賞
は
次
の

と
お
り
で
し
た
、

優
　
勝
　
福
瀬
E
チ
ー
ム

準
優
勝
　
八
重
原
A
チ
ー
ム

三
　
位
　
寺
迫
C
・
田
野
B
チ
ー
ム

出場した三世代それぞれに、試合中の

様子、終わってからの感想などを聞い

てみました……

　
　
　
小
野
田
D
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
橋
口
順
一
君
（
6
年
生
）

　
本
番
が
近
づ
く
と
ぼ
く
の
胸
は
爆
発

し
そ
う
に
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
ゼ
ッ
ケ
ン
一
番
、
審
判
の
人

が
「
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
と
言
っ
た
後
、

ぼ
く
は
い
き
な
り
第
一
ゲ
ー
ト
を
通
過

し
「
よ
っ
し
ゃ
！
」
と
喜
び
な
が
ら
二

打
目
を
打
ち
ま
し
た
．
．

　
試
合
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
第
三
ゲ
ー

ト
を
通
過
し
て
く
れ
た
の
で
1
6
対
1
2
で

勝
利
し
ま
し
た
。
体
が
空
中
に
う
き
ト

が
る
ほ
ど
喜
び
ま
し
た
。

　
　
　
福
ヂ
連
会
長

　
　
　
　
　
直
野
廣
義
さ
ん
（
4
2
歳
）

　
大
会
ま
で
に
三
回
練
習
し
た
の
で
本

番
は
準
決
勝
ま
で
は
行
く
の
で
は
…
一
7
一

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
試
合
に

な
る
と
次
々
に
強
い
チ
ー
ム
を
打
ち
破

り
、
福
瀬
E
チ
ー
ム
が
決
勝
ま
で
進
み

ま
し
た
。
い
く
度
か
の
ピ
ン
チ
を
乗
り

切
り
遂
に
優
勝
と
い
う
大
金
星
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
陰
に
は

老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
の
協
力
、
子
供
達

の
ガ
ン
バ
リ
が
あ
れ
ば
こ
そ
成
し
遂
げ

ら
れ
た
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
八
重
原
A
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
中
村
芳
一
さ
ん
〔
7
3
歳
）

　
あ
の
熱
い
太
陽
の
下
で
、
試
合
中
一

人
も
倒
れ
る
者
も
い
な
く
、
競
技
は
決

勝
戦
へ
と
進
ん
で
行
き
ま
し
た
、
．

　
残
る
チ
ー
ム
は
福
瀬
と
私
た
ち
八
重

原
で
し
た
が
、
接
戦
の
後
福
瀬
チ
ー
ム

に
優
勝
の
栄
冠
が
輝
き
ま
し
た
。
私
た

ち
は
準
優
勝
と
な
り
、
よ
う
こ
そ
こ
こ

ま
で
み
ん
な
頑
張
っ
て
く
れ
た
も
の
だ

と
、
チ
ー
ム
の
み
ん
な
に
心
か
ら
“
あ

り
が
と
う
”
と
申
し
上
げ
た
い
気
持
ち

で
一
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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町
㎞
を
め
ざ
し
て

1公
婁民

館
羅対
毒抗

バ
レ
1
兼

・ノし

麟大
巧会

　
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
が
士
L
催

と
な
っ
て
へ
－
年
で
二
年
目
を
迎
え
た
、

公
民
館
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
、

ト
一
の
公
民
館
か
ら
男
女
一
チ
ー
ム

ず
つ
が
出
場
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た

開
会
式
の
あ
と
男
．
r
は
豪
郷
小
学
校

クV

蟄～

と
東
郷
中
学
校
の
体
育
館
、

町
中
央
公
民
館
に
そ
れ
ぞ
れ

予
戦
り
ー
グ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
．

　
試
合
の
方
は
男
女
共
優
勝
候
補

の
筆
頭
に
し
げ
ら
れ
げ
、
い
た
k
＋
迫

公
民
館
が
今
年
も
順
調
に
勝
ち
進

薮ノ
熱欝；

館がア
．一■＿巳・一・ f5　㌔．．＿璽

違
多

◇女子の部

　　優　勝

　　準優勝

　　3　位

芋迫公民館

鶴野内公民館
羽坂公民館・坪 　

館
と

　
昼
鳶
公
民
館
が
男
女
ア
ベ

　
を
果
た
し
ま
し
た

　
　
ま
た
、
準
優
勝
と
な
っ
た
男
．
r
の

　
坪
谷
公
民
館
と
女
．
r
の
鶴
野
内
公
民

　
館
は
昨
年
入
賞
を
逸
し
オ
、
い
た
チ
ー

　
ム
だ
け
に
今
年
の
二
位
躍
進
は
、
チ

館混
イ
ム
カ
の
強
化
と
地
区
民
の
期
待
が

討
う
か
が
え
る
も
の
で
し
た
・

ii置「湿霊鼎
團 ◇男子の部　　優　勝

　　準優勝

　　3　位

芋迫公民館

坪谷公民館
越表公民館・幽幽公民館

公　’し決：芋谷．み
1～三　　／｝㌔　　1【fJ　　目今　　」〔i　　二fこ　　　　、

館年じで公民男
がもく鶴民館f
男昨2野館との
新年対内’対部
アにO公．女医で
べひで民子しは
ツき与館の2決
クつ1旦と吝［二対’目券

優づ公対で　O　で’

勝き民戦はで坪

回はじめて実施された

　　　　‘夏の消防操法大会

第8部（鶴野内）
第4部（羽　坂）
第9部（八重原）

勝
位
位

優
2
3

　
六
月
二
卜
六
日
【
日
）
今
年
一
番
の

暑
さ
の
中
、
会
場
と
な
っ
た
町
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
団
員
約
二
丘
こ
名

が
集
ま
り
ま
し
た
．
肉
冠
時
に
操
法

が
開
始
さ
れ
た
も
の
の
、
寄
口
貝
た
ち

は
既
に
汗
ば
む
状
態
、
中
で
も
操
法

を
行
な
う
操
作
旨
貝
た
ち
は
競
技
へ
の

緊
張
と
興
奮
、
そ
し
イ
、
照
り
つ
け
る

暑
さ
に
消
防
服
は
ま
た
た
く
ま
に
ぐ

っ
し
ょ
り
．
ど
の
隊
か
ら
も
た
い
へ

ん
な
気
迫
を
感
じ
る
大
会
と
な
り
ま

し
た
．
競
技
の
順
位
は
、
審
査
員
六

名
の
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
第
八

部
が
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
．

　
今
年
は
じ
め
て
実
施
さ
れ
た
操
法

大
会
は
、
こ
れ
ま
で
冬
の
消
防
出
初

式
の
中
で
行
な
わ
れ
て
い
た
発
水
競

技
の
部
を
こ
の
時
期
に
移
行
し
た
も

の
で
、
こ
の
目
的
の
一
つ
は
消
防
団

員
の
年
末
年
始
の
負
担
を
少
し
で
も

軽
減
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
消
防

部
長
会
の
中
で
決
定
さ
れ
た
も
の
で

す
．

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉



1●
恥
蛍空棚

平
成
6
年
度

国
民
健
康
保
険
税
率

5．78％所得割

34．80％

22，300円

資産割

均等割

20，350円平等割

決
ま
る

魯

「

　
六
月
の
定
例
町
議
会
で
、
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
門
改
正
す
る

条
例
が
制
定
さ
れ
、
平
成
六
年
度
の

保
険
税
率
・
が
次
の
表
の
と
お
り
に
な

り
ま
し
た
．
．

　
こ
の
改
正
さ
れ
た
税
率
で
課
税
し

た
場
合
、
全
体
で
お
よ
そ
一
人
当
り

税
額
は
、
四
万
八
千
九
百
円
、
一
世

帯
当
り
の
税
額
は
、
十
一
万
四
千
九

　
　
　
百
円
と
な
り
ま
す
．
．

　
圭
．
　
ま
　
な

　
こ
　
　
　
　
ヂ
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
屈
＝
｛
　
遭

雨
雪

千
八
百
円
、

た
。　
内
容
で
み
ま
す
と
一
般
被
保
険
者

で
は
約
＋

八
万
千
円

（
対
前
年
度
比

＝

　
東
郷
町
国
保
の
平
成

五
年
度
の
一
人
当
り
医

療
費
は
、
お
よ
そ
ニ
レ

六
万
．
八
千
円
で
、
平
成

四
年
度
と
比
べ
一
万
七

六
・
七
％
も
伸
び
ま
し

院
に
つ
い
て
は
八
割
を
、
老
人
分
に

つ
い
て
は
老
人
拠
出
金
で
、
本
町
の

国
保
会
計
よ
り
支
払
い
を
し
て
お
り

ま
す
。

　
又
、
　
【
人
当
り
の
医
療
費
の
推
移

（
グ
ラ
フ
参
照
）
を
み
ま
す
と
老
人

の
医
療
費
が
格
段
に
高
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
こ
れ
は
老
人
に
か
な
り

5
年
度
の
一
人
当
り
医
療
費
は
！

一人当り医療費の推移三郷町国保・

＝．」　’P　．
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｝
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H5

　　　　　　　　．、，　　　　　　　　　i　税　　　工区　　　分　　　　　　　　　　　　　　　明　　　　　　　　占兄

6年度 5年度

旨世帯の内、加入者の所得に応15．78 5．30
工所㈱：じて計算される．　　　i　　　　　　　　　　　　　〕

100 100

　　　　　…世帯の内、加入者の固定資産2資産割　　　　　…　　　　　　税額に応じて計算される

34．80 33．00

100 100

　　　　　1
R均等割

世帯の加入者数に応じて計算

ｳれる
22．300円 20．000円

工平等割 一世帯にいくらと計算される 123．500円　　　　1 23．500円

H4

臨

エ＋2十⑨十⑫二1年間の保
ただし、合計金額が50万をこえそ

　　　　＊保険税の納期は1

ご存じですか1？

　児童扶養手当

　　　　　と

　　特別児童扶養手当

r
　
　
「
噛

■児童扶養手当とは
　
　
・
六
％
増
）
、
退
職
被
保
険
者
は

約
三
十
三
万
二
千
円
（
同
一
・
瓦
％

増
）
、
老
人
分
は
、
約
五
器
万
八
千
円

（
同
一
・
四
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
．
．

こ
の
内
一
般
被
保
険
者
と
退
職
被
保

険
者
家
族
入
院
外
に
つ
い
て
は
七
割

を
、
退
職
被
保
険
者
及
び
同
家
染
入

の
医
療
技
術
が
施
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
五
年
度
は
前
年
度
に

比
べ
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
人
口

構
造
の
高
齢
化
が
進
み
、
老
人
割
合

が
高
く
な
り
ま
す
の
で
、
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
．

　父と生計を同じくしていない児童が健やかに育

つことを目的として、その児童を育てている人に

支給されるものです，次のような児童が対象にな

ります．

　・父母が離婚〔事実婚の解消を含む）

　・父が死亡

　・父が障害の状態にある

　・父が生死不明

　・ブが1年以上遺棄している

　・父が1年以上拘禁されている

　・未婚のf　　　　　　　　　など

　受給資格に該当してから、請求をしないまま5

年が過ぎると請求できなくなりますのでご注意く

ださい．

　★現況届

　児童扶養手当を受給している方は、8月11日か

ら9月9日の間に、役場に現況届を提出していた

だくことになっています

　提出されないと、手当の支給が停止されますの

で、必ず提出してください

H3

60

50

40

30

20

1〔〕

隻・

■特別児童扶養手当とは

　精神又は身体に障害を有するため、日常生活が

著しく困難な状態にある20歳未満の児童を監護す

る父若しくは母、あるいは養育者に対して支給さ

れるf当です，

　★所得状況届について

　特別児童扶養手当を受給している方は、8月11

目から9月g日までに所得状況届を提出していた

だくことになっています　提出されないと、手当

の支給が停止されますので、必ず提出してください，

　＊お問い合わせ先

　　役場福祉生活課福祉係智69－2111内線28へ

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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物の豊富さからも感じる
　　　　　　　　しかし、環境保護となると

　いくつかの調査によると日本人の平均的な暮らしぶりは

欧米並み、あるいはそれ三一ヒに豊かだと考えられます，よ

く私は日本人から日本に対するイメージを尋ねられます．

私の持つイメージには7伝統的ニ　ヨ経済大匡しというよう

なものがあります，そしてこのようなイメージは間違いで

はないと思います，日本では経済的な繁栄を象徴するよう

に家庭には電化製品があふれています，カラーテレビやビ

デオ、クーラー、自動車などの急速な普及率を見ると日本

の家庭では決してぜいたく品ではなくなっていることを示

していると思います、全般に、同じ品物でもより機能性の

高いものや普及途上にある高級品などの普及率の伸びが高

くなっているのが特徴です。一方消費拡大とともに物やサ

ービスの多様化によって早めに物を捨ててしまうという傾

向が見られます．

　東京に住んでいた時粗大ゴミの高質さや新しさは私をよ

く驚かされました，ある友達は、電化製品などはほとんど

粗大ゴミを利用してアパートを構えました，私も運良くま

だ2年も経ってないビデオを粗大ゴミ収集所から持って帰

りました＝説明書まで付いていたのでさらに喜びました．

一方製品のライフサイクルが短かくなったということは消

費者の需要を早めに供給しなければなりません，さらに企

　　＝経済大国日本1．イノ

　　　　　・？

業の強力な宣伝や情報はますます消費者の中に需要の欲求

をおこさせています．このことは世界中どこでも同じだと

思いますが、日本では特に激しいと思います，

　以前ある日本の友達が【日本人は誰よりも物を大事にす

る一と言っていました、でもその反面、余り必要ではない

モデルチェンジを何度もくり返します．また、一簡単にもの

を捨ててしまうので環境も大事にしない一とも言っていま

した。環境の点について私も同意します、毎年木材から作

られた割り箸や過度の包装紙は何トンも捨てられてしまっ

ています，アイルランドではお店に行く時、できるだけ自

分のかばんを持って行って入れて帰ります．またナイフと

フォークはレストランでも洗って何度でも使います，
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子
供
料
理
教
室
に
参
加
し
て

く
過
労
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披
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し
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一
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駐
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か
ら
町
民
の
み
な
さ
ん
に
、
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㌫

犯
に
関
す
る
こ
と
か
ら
交
通
安
全
、
警
察
官
募
集
案
内
等
を
紹
介
し
て

い
く
コ
ー
ナ
ー
「
駐
在
所
だ
よ
り
」
を
今
月
号
か
ら
掲
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
機
に
今
ま
で
以
上
の
町
の
治
安
維
持
、
地
域
警
察
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
日
向
警
察
署
で
は
、
六
月
に
「
暴

走
族
」
の
強
制
捜
査
を
実
施
し
ま
し

た
が
、
親
が
知
ら
な
い
問
に
暴
走
族

に
な
っ
た
り
、
い
つ
の
間
に
か
暴
力

団
員
で
親
の
言
う
事
を
聞
か
な
い
子

供
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う

事
が
あ
る
．

　
も
っ
と
も
、
”
親
が
知
ら
な
い
間
”

と
い
う
の
は
ど
う
も
言
い
訳
に
聞
こ

え
て
し
ま
う
。
小
学
生
の
頃
は
“
よ

い
子
”
で
あ
っ
た
の
が
次
第
に
親
離

れ
を
早
め
（
無
関
心
）
学
校
も
そ
こ

そ
こ
で
、
両
親
は
仕
事
の
忙
し
さ
も

あ
っ
て
、
再
会
？
し
た
時
は
警
察
署

で
あ
っ
た
り
す
る
。

（
こ
こ
に
至
っ
て
は
、
親
兄
弟
や
ば

あ
ち
ゃ
ん
、
じ
い
ち
ゃ
ん
が
出
て
来

て
も
も
う
間
に
あ
わ
な
い
。
）
網
戸
越

し
に
、
久
し
ぶ
り
に
対
話
す
る
わ
が

子
の
変
わ
り
よ
う
に
皆
ん
な
ピ
ッ
ク

り
仰
天
、
そ
の
う
ち
に
、
二
度
三
度

と
警
察
の
お
世
話
に
な
る
よ
う
に
な

り
、
　
”
入
れ
墨
〃
が
付
き
、
指
が
無

く
な
っ
て
く
る
、
覚
醒
剤
ひ
い
て
は

ピ
ス
ト
ル
が
必
要
に
な
る
と
も
う
一

人
前
の
幹
部
で
あ
る
、

　
自
分
の
親
兄
弟
に
は
ヤ
ク
ザ
は
い

な
い
、
周
囲
に
会
わ
せ
る
顔
が
な
い
、

あ
の
子
は
自
分
の
子
で
は
な
い
と
嘆

い
て
も
、
も
う
全
て
が
終
わ
り
泣
く

に
泣
け
な
い
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、

　
☆
中
学
生
に
な
っ
た
ら
出
来
る

　
だ
け
話
を
す
る
機
会
を
多
く

　
　
つ
く
る

　
☆
朝
と
夕
食
は
家
族
一
緒
に
取

　
る
習
慣
を
つ
け
る

　
☆
時
々
は
家
族
一
緒
に
家
の
掃

　
除
を
し
た
り
、
外
出
す
る

　
☆
親
と
子
の
世
相
の
違
い
を
認

　
　
識
す
る

　
交
通
事
故
の
発
生
状
況
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牧水園でリフトバスの受領式

型　特別養護老人ホーム牧水園では、宮崎県共同募金会から東郷町分会を通して、リフトバスの寄贈を受けました

　このリフトバスは、毎年h明から12目にかげて実施される

期司募金により集められたお金で購入されたもので、園では

一善意あるみなさまのおかげです　これで入所者も安心1＿て

外出や通院が出来るようになりました，大切に利用させて頂

きます一と喜びと感謝の気持ちをおっしゃっていました＝

　なお、今回共同募金会からは町社会福祉協議会へ軽トラ・

クの寄贈も行なわれています．

一
、
邑輪

生爵習畔的鯉が融　　　、：ゾ＝二蕊戯蓬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一』i甑．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

魍　今年度の生涯学習事業の一つとして取り入れられた、四半的教室が町中央公民館で開級しました，

　参加者は初めて弓を握るという初心者ばかり＝初日ははじ

めに指導者二人から机上で講義を受け、その後体育館で一連

の射法指享を受けました．

　基礎を習った後いよいよ的をめがけ〉こを射ると、思ったよ

うに的に命中せず一苦労、一難しさもあるけど楽しくて病み

つきになりそうです．たという参加者もいて、今後の四半的

ブームを予感させる一日でした．

　　　　　　　　　　　　　　言．　；　　　　　　　　　　　　　喜亘　　　　　　　　　　　三　言　　　　　　　　　　＝　三　　　　　　　　　言葦　　　　　　　　三言　　　　　　至「夏　　　　　＝至　　　　夏至　　　芝至　　藍茎豆τ夏　……

罫　　　　　　　　　　　　三三．　　　　　　　　　　無言三三　　　　　　　茎＝ミ夏　　　　　璽三7　　　＝重三三三三豆三夏
　

　』－　　　　　　　　　　　　重三　　　　　　　　　　　茎：　　　　　　　　　三．亙　　　　　　　　　夏　　　　　　　　三三　　　　　　茎室　　　　　茎茎　　　　豆重　　　豆夏　　三豆葺至
三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　婦人たちの熱い暑い戦い〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　型
　　　　　　　　・階、＿ン地矯燵綿議会・羅・・よるバレーボー状飾・、町中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　央公民館で町内9つのチームが出場して行なわれました
　l　i　　肖「、　　　　　　，、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連日の晴天つづきで大会当日も朝から気温がぐんぐんヒが

、置雛瀦凹凹∴雛勢齢＿，，＿、＿、、
　　　　　　　　塗　　　　　　　　　　’　たようです、試合結果は次のとおりです

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　優勝小野田婦人会

淫虐鰻闇甲’響箔熱貧会、仲深婦、会

重一軍茎量三｝丁豆言言夏喜夏三豆雪豆三匿．言夏喜言歪三二互葦夏茎三．呈夏．ミ重Σ至室三毫三亙三：亙三夏蚕茎＝三三三三三言蚕豆…豆Σ三夏豆三言　　

ｼ　幽
奨

騨
∴
鷺・
翼
”

膨牧水公口河川プール開き
　7月13日水

　今年は本格的な夏の訪れが早く、この日のフー㌧開きは多

くの人が待ち望んでいました．

　そんな気持ちを表わすかのように争年は近くの幼稚園・保

育園児49名も水着姿で式に参加しました＝

みんなで安全祈願をした後、錦鯉の稚魚300匹の孜流もあ

り、園児たちはおおはしゃぎ＝放流が終わると今度はいよい

よフール開き初日の初泳ぎ．園児たちからはうれしさと、ち

ょっぴりこわさもあってか、歓声ならぬ換声もわき一しがって

＼たよつでした・

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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さ
ん
（
5
8
歳
）

　
宮
崎
市
に
お
住
ま
い
で
、
現
在
は
奥

さ
ん
と
二
人
暮
し
を
さ
れ
て
い
ま
す
．

　
「
昨
年
九
月
に
会
社
を
定
年
退
職

し
、
今
は
妻
と
二
人
で
花
作
り
を
楽

し
み
、
時
々
魚
釣
り
に
も
出
か
け
て

い
ま
す
」
と
い
う
田
代
さ
ん
、
．
で
も

一
番
目
楽
し
み
は
や
は
り
孫
の
顔
を

見
に
行
く
こ
と
だ
そ
う
で
す
、

　
二
人
い
る
子
供
の
内
、
長
女
は
坪

谷
小
学
校
の
安
藤
真
理
子
先
生
で
す
．
．

o
出
身
地

　
寺
迫

。
生
年
月
日

　
昭
和
十
年
九
月
十
日

。
現
在
の
住
所

　
宮
崎
市
大
塚
町
横
立

★
・
．

み
3
さ
と
6
思
い
出
ば
な
し

盛
大
だ
つ
た
八
幡
神
社
の
冬
祭
り

　
私
が
故
郷
を
離
れ
て
三
十
有
余
年
、

今
は
月
に
】
度
か
二
度
は
帰
郷
し
て

い
ま
す
が
、
大
平
洋
を
一
望
で
き
る

ふ
る
さ
と
は
、
私
の
心
を
和
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。
民
家
の
山
の
な
か
ほ
ど

に
あ
る
八
幡
神
社
は
、
昔
は
盛
大
に

冬
祭
り
が
催
さ
れ
た
も
の
で
す
、
十

二
月
十
二
日
が
そ
の
日
で
、
神
社
の

入
り
口
に
は
の
ぼ
り
旗
を
揚
げ
、
神

楽
が
舞
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
よ
っ

た
お
ご
く
（
も
ち
米
を
た
い
た
も
の
）

を
食
べ
、
焼
酎
を
酌
み
か
わ
し
て
、

五
穀
国
税
穣
や
家
内
安
全
を
祈
願
し
た

よ
う
で
す
．
、
又
祭
り
の
夜
は
、
青
年

団
に
よ
る
演
芸
大
会
で
、
そ
れ
は
賑

や
か
な
も
の
で
し
た
。
本
番
に
備
え

て
の
練
習
を
一
ヶ
月
余
り
、
星
空
劇

場
と
で
も
い
い
ま
し
ょ
う
か
、
広
い

田
ん
ぼ
を
借
り
き
っ
て
、
　
一
日
が
か

り
の
舞
台
作
り
。
む
し
ろ
や
、
わ
ら

で
作
っ
た
囲
い
。
冬
の
星
空
を
仰
ぎ

み
な
が
ら
、
踊
り
や
芝
居
を
し
た
り
、

郷
土
物
産
展
に
期
待
す
る

　
県
庁
前
の
楠
並
木
通
り
で
、
時
々

郷
土
物
産
即
売
会
が
催
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
私
の
知
識
不
足
か
、
東
郷
町

の
物
産
展
に
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
．
．
郷
土
に
は
牧
水
公
園
が
あ
り
、

ふ
る
さ
と
市
場
も
開
か
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。
昨
年
の
く
れ
に
東
郷
町
人

会
が
催
さ
れ
ま
し
た
時
、
牧
水
の
里

の
物
産
品
を
予
約
注
文
で
買
い
ま
し

た
が
、
皆
さ
ん
か
ら
大
好
評
で
し
た
．
．

密
な
つ
か
し
い
お
ふ
く
ろ
の
味
で
牧

水
の
里
特
産
品
を
も
っ
と
ヒ
ー
ア
ー

、
★

　　一」　一
ぼ　　　　，「“

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

又
子
供
か
ら
年
寄
り
ま
で
総
出
で
見

物
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
行
事
は

他
の
地
区
で
も
催
さ
れ
、
見
物
に
行

く
の
も
一
つ
の
楽
し
み
で
交
流
を
広

げ
た
も
の
で
す
、
今
で
は
家
族
総
出

の
忘
年
会
が
盛
ん
で
、
こ
れ
に
か
わ

る
と
で
も
い
い
ま
し
ょ
う
か
年
中
行

事
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
．

琶’

窺　一マ葦 ㌧撫麟購　　　‘を墓　噌騰
調

、
臨
㌦
．

，
隊
．
」

騨
騰

　
レ
昔
の
思
い
出
が
い
つ
ば
い
の

　
　
寺
迫
の
八
幡
神
社

ル
し
て
い
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
、

農
林
資
源
の
豊
富
な
郷
土
に
は
色
々

の
特
産
物
が
も
’
．
と
あ
る
と
思
い
ま

す
．
種
々
の
事
情
が
あ
る
も
の
と
思

い
ま
す
が
、
県
庁
前
の
楠
並
木
通
り

で
の
郷
土
物
産
展
に
期
待
致
し
ま
す
．
．

　　　　　　　　　ぼ　　　　　一　　　　　　　　配　　　　響　　　　　　　ぼ　　　　伊　　　　　　　一　　　　　　，」　　　　　，　　　　一　　　一　　　一　　皿一　囹一　一」
一「「

今
年
ま
た
老
い
た
る
妻
と
田
を
植
う

　
る
何
時
ま
で
続
く
わ
が
農
作
業

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
　
茂
雄

梅
雨
時
は
紫
陽
花
の
花
殊
の
外
わ
が

　
世
の
春
と
誇
れ
る
如
し

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
　
鶴
男

動
け
ざ
る
病
床
の
窓
は
空
に
雲
］
瞬

　
つ
ば
め
か
よ
ぎ
り
て
ゆ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
　
吉
市

舞
台
終
へ
深
夜
移
動
し
た
る
ら
し
巡

　
業
一
座
の
車
今
朝
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
僑
口
　
録
司

初
め
て
の
病
院
に
伏
し
一
夜
明
け
昨

　
日
知
り
初
め
し
療
友
と
笑
む

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
　
滉

春
毎
に
咲
き
イ
、
人
よ
せ
我
も
行
く
渡

　
う
か
戻
う
か
綾
の
吊
り
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
国
作

緑
増
す
五
月
の
空
を
我
が
物
に
声
弾

　
ま
せ
て
時
鳥
鳴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
園
男

後
ろ
よ
り
老
い
の
吾
が
形
子
の
言
え

　
り
自
か
ら
知
ら
ぬ
後
ろ
姿
の

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
め
ら

牛
小
屋
に
這
入
る
を
少
し
レ
躊
躇
い
ぬ

　
学
習
の
席
に
匂
い
消
し
げ
、
行
か
ん
と

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
子

池
の
辺
に
羽
繕
い
す
る
鵯
を
ガ
ラ
ス

　
戸
越
し
に
見
る
雨
の
午
後

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

豆
剣
士
県
体
出
場
の
夢
叶
い
可
愛
ゆ

　
ぎ
迦
夫
　
顔
は
ゆ
『
ン
ニ
ー
ス
4
1
、
乾
杯

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
．
r

し
ょ
う
ぶ
咲
く
市
民
の
森
に
野
点
あ

　
り
て
小
鳥
さ
え
ず
る
初
夏
の
ひ
と
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
歌
津
　
利
江

亡
き
母
の
文
字
の
残
れ
る
封
筒
を
遺

　
品
の
ご
と
く
箪
笥
に
仕
舞
う

　
　
　
　
　
　
　
　
芋
原
・
へ
重
．
r

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑳2111（14）まで〉



回ハ駁
窄
．弱

　　　．諮一二＠
　　　　☆★★寺迫幼稚園☆★☆

矛
〆　塾も

・
N

が
5
／
、
ジ

＼「

、【 Vゾ
　／＼
　～～＼

袴ρ
紀義

窪
〆
二
r

孤日曝無
▲題「プールはたのしいな」

　　　　庭田の
　樋ロ智子ちゃん5歳

父：樋口雅一さん

母：　孝予さん
O好きなテレビ番組は何で

　すか？

　トラコシホー㌧Z

O好きな食べ物は何てすか？

　野菜と肉

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　ケーーキやざん

ρ

　
　
4
議
隅

4
1

　　　　芋迫の

　植野三戸国
父：植野浩人さん

母：　利江さん
O好きなテレビ番組は何で

　すか？

　ウしトラマン

○好きな食べ物は何ですか？

　ノ・ンノく一グレノ・二、

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　Jリークク）」巽手

二

尋　
　
　
　
～

　
　
　
こ

　
　
　
㌶

　
　
こ
…

，

｝

▼題「プールはたのしいな」

　r∴一一｝7一嶋【甑・　§喉
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街・の吉暗闇
レ量．f量3豊重燗畦量、ξ量≧国宝珊ヒを量を癒豪曾3曾モ曾遭

三浦もとえさんの
“しいたけなます．

　が優良賞を受賞

　5月に宮崎市で』開催された
　害｛山奇し匿ぼきのこ警ト理コンター

し　において、田野の三浦も
ヒえさん力甘島品した　 しいた
：ナなます　 ク）半十∫里力・見事f憂一上蔓

’‘㌻に入’ピξしました．

　ニソ）コンクーールは、県力・き

みこ全般について県民の嗜好
に合・．．た料理ノ∫法の開発とそ

ノ）啓もうを［』くiり、詐1∫費担．ノくに

つなげようと、毎年開催して
いるもノ）です　　　“

　／沖IIて3回目の受■賞とな一．、

た三浦さん1．ま　一これまてプ）’幽乏

賞作品も誇め、どこの家庭で
も手軽に作れる料理．を…と考『

え出品しました　もし、料・王果
ん’浸ミを才5矢口りになリブこ㌧・ノ∫カ；

才5ら才しましメこら教えま　t　／計

後も椎蹟＝普し炊にr2なカ・るよう

な、楽しいしいたけ料理を作
うていきたいです．と話して
いました、 卿
凋

　
　
　
　
　
触
三
自
答

　
　
　
　
　
　
乱

　　　　　1　　　　　幽　　　1　　　　　冒　【　　　　　　國
1　　　　　　1

　　　　　幽　　　　配　　　■　　　’・　，　　．　　■
■　　．　　幽

鋤
勃
の

ミ
ナ
ミ
自
動
車

　
　
　
　
整
備
工
場

②
㊨
萄

東
郷
町
大
字
山
陰
辛
三
七
九
i
四

　
　
　
　
　
　
　
（
鶴
野
内
）

T
E
L
㊥
2
1
5
2

F
A
X
⑳
2
1
5
2

代
表
取
締
役
　
南
　
公
明

O
設
立
年
月
日
は
？

　
昭
和
四
卜
九
年
四
月
一
日
で
す
。

o
現
在
の
従
業
員
数
は
？
・

　
　
男
二
人
・
女
一
人
目
計
一
二
人
で

　
す
．

o
会
社
の
仕
事
の
内
容
は
？
・

　
　
車
検
整
備
、
鋲
金
塗
装
、
そ

　
の
他
に
「
入
郷
ス
ズ
キ
」
の
看

　
板
を
あ
げ
て
新
車
・
中
占
車
の

　
販
売
を
し
て
い
ま
す
．
、
車
の
販

　　
売
は
ス
ズ
キ
だ
け
に
限
ら
ず
お

…　
客
様
の
御
要
望
に
お
お
じ
ま
す
．
．

　
O
会
社
の
モ
ッ
ト
ー
は
？
・

…
　
　
気
軽
に
立
寄
っ
て
い
た
だ
け

　
る
よ
う
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

　
を
、
そ
し
て
、
お
客
様
が
来
店

　　

ｳ
れ
た
ら
ま
ず
こ
ち
ら
か
ら
声

　
を
か
け
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
、

　
す
．
何
事
も
相
手
の
立
場
に
な
つ
レ

　
て
考
え
て
あ
げ
る
事
が
大
切
だ
と
、

　
思
い
ま
す
・
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　

o
最
近
ホ
ッ
と
す
る
よ
う
な
お
話
し
　

　
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
　
　

　
　
ド
ラ
イ
バ
ー
O
B
、
つ
ま
り
お
　

　
年
を
召
さ
れ
て
家
族
か
ら
運
転
を
．

　
止
め
ら
れ
た
人
達
が
、
た
ま
に
フ
　

　
ラ
リ
と
遊
び
に
来
て
く
れ
ま
す
、
、

　
「
し
ば
ら
く
見
な
い
け
ど
元
気
だ
ろ
・

　
う
か
」
と
気
に
か
け
て
い
た
時
、
　
　

　
ひ
ょ
っ
こ
り
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
，

　
と
う
れ
し
い
で
す
ね
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　　　　　　　「、．．　’．「　　．　　　　　　．、旧　【酬
も．．ρ一’
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麓
臨
窟
邸
崇
凶
器

輔8こう⑨

⑬
糖
尿
病
に

　
　
　
　
つ
い
て
ω

東
郷
町
立
病
院
副
院
長

　
内
科
押
　
川
　
克
　
久

　
　
　
　
　
　
、

レ

　
二
C
C
万
人
の
病
気
と
し
て
知
ら

れ
る
糖
尿
病
は
、
き
ち
ん
と
治
療
す

れ
ば
決
し
て
こ
わ
く
な
い
病
気
で
す
。

し
か
し
、
た
い
し
た
病
気
で
は
な
い
、

と
タ
カ
を
く
く
っ
て
治
療
を
怠
る
と

た
い
へ
ん
危
険
な
事
態
を
招
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ど
ん
な
病
気
で
も
そ

れ
は
同
じ
で
し
ょ
う
が
、
糖
尿
病
に

関
し
て
は
、
特
に
、
病
気
を
正
し
く

理
解
し
な
か
っ
た
た
め
に
病
状
を
悪

化
さ
甘
、
と
り
返
し
の
つ
か
な
い
状

態
に
い
た
る
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
い

の
で
す
．
．

　
一
口
に
糖
尿
病
と
い
っ
て
も
、
そ

の
種
類
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
し
、

病
態
も
ま
た
百
人
百
様
で
す
。
糖
尿

病
の
タ
イ
プ
や
進
行
状
態
は
、
ひ
と

り
ひ
と
り
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。

　
の
ど
が
か
わ
い
て
や
せ
て
く
る
一

糖
尿
病
の
自
覚
症
状
と
し
て
、
昔
か

ら
よ
く
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
自
覚
症
状
が
出
て
く
る

の
は
か
な
り
放
っ
て
お
い
た
証
拠
で
、

す
で
に
体
の
あ
ち
こ
ち
に
合
併
症
が

あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
、

　
元
気
で
仕
事
も
バ
リ
バ
リ
こ
な
し

て
い
る
の
に
、
体
は
ど
ん
ど
ん
む
し

ば
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
、

そ
れ
で
は
、
自
覚
症
状
が
出
た
ら
誰

も
が
合
併
症
を
起
こ
し
て
い
る
の
か

と
い
え
ば
、
そ
う
と
は
限
り
ま
せ
ん
，

は
っ
き
り
と
し
た
自
覚
症
状
が
あ
っ

て
も
、
合
併
症
の
な
い
人
も
い
ま
す
、

こ
う
い
つ
た
場
合
な
ら
、
わ
ず
か
の
努

力
で
病
状
は
み
る
み
る
よ
く
な
り
ま
す
．
、

　
こ
の
よ
う
に
種
類
が
た
く
さ
ん
あ

っ
て
、
し
か
も
病
態
が
ひ
と
り
ひ
と

り
違
う
と
い
う
の
は
、
そ
れ
だ
け
た

く
さ
ん
の
治
療
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
従
っ
て
「
糖
尿
病
は
こ
れ
で

治
る
」
式
の
健
康
雑
誌
の
特
集
記
事

を
読
ん
で
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
注
意

や
ア
ド
バ
イ
ス
を
守
っ
た
と
し
て
も

糖
尿
病
の
治
療
に
は
な
り
ま
せ
ん
、
．

　
糖
尿
病
の
治
療
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

個
々
の
糖
尿
病
の
状
態
を
主
治
医
よ

り
き
ち
ん
と
説
明
し
て
も
ら
い
、
自

分
の
糖
尿
病
の
状
態
に
合
っ
た
治
療

を
行
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

糖
尿
病
を
正
し
く
理
解
す
る
事
が
大

切
で
す
．
、
次
回
よ
り
糖
尿
病
の
病
態

に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
致
し
ま
す
。

鱒
鰯
…
鞠
獄
鱗
一
鱗
魏
d

｝
よ
　
　
　
　
歯
の
中
の
神
経
を
取
っ
て
、
・
れ
い
用
で
き
る
こ
・
が
あ
・
ま
す
。
｝

｝
だ
む
し
歯
を
そ
の
ま
ま
に
に
善
柔
芒
、
金
属
な
γ
・
で
被
せ
　
も
ち
ろ
ん
、
治
療
で
き
な
い
歯
血

　
会
配
駅
鍵
勤
勤
れ
毛
繕
繍
肇
が
勤
舞
細
砂
蜷
饗
　

繭
講
　
轄
羅
皿
灘
簾
癒
鎧

　
…
鯉
一
襲
騰
隔
巨
レ
ー
ー
し
臨
臣
μ
ド
菌
論
題
諺
巨
に
↑
…
一
…
…
一
…
…
…
…
」

－
表
紙
へ
牧
水
○
一
7
3

　
こ
の
歌
は
、
昭
和
二
年
（
四
十
二

歳
）
の
作
で
、
「
鮎
つ
り
の
思
ひ
出
」

と
し
て
二
十
五
首
を
詠
ん
で
い
ま
す

が
そ
の
中
の
】
首
で
す
。

　
牧
水
は
少
年
時
代
、
父
立
蔵
と
坪

谷
川
で
鮎
つ
り
を
し
て
楽
し
み
ま
し

た
が
、
そ
の
頃
の
思
ひ
出
を
詠
ん
だ

も
の
で
す
。
こ
の
】
連
の
詠
草
の
中

で
牧
水
は
「
流
逢
う
し
て
鮎
多
く
棲

　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
ニ
リ

み
き
」
と
詠
み
、
ま
た
「
囮
の
鮎
生
き

の
よ
け
れ
ば
よ
く
釣
れ
き
」
と
詠
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
お
と

り
」
の
方
法
で
釣
っ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
そ
の
お
と
り
に
使
う

　
　
　
　
　
　
せ
き
し
ょ
う

鮎
は
箱
に
入
れ
て
石
菖
の
蔭
に
か
く

し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　　

@
　
・
の
解
説

　
　
　
　
渡
　
逢
　
邦
　
彦

　
　
　
　
　
　
よ
　
　
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
に
く

　
と
こ
ろ
が
、
「
夜
半
に
来
て
憎
き

か
わ
う
そ
わ
が
か
こ
ふ
囮
の
鮎
を
よ

　
ぬ
す
く
盗
み
に
き
」
と
詠
ん
で
い
る
の
で

す
。
た
び
た
び
そ
れ
を
や
ら
れ
る
の

で
立
腹
し
た
牧
水
は
そ
の
憎
い
か
わ

う
そ
を
わ
な
を
し
か
け
て
取
っ
た
と

い
う
歌
も
詠
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ご

　
ま
た
、
「
ひ
と
日
釣
り
し
鮎
の
籠

持
ち
帰
り
来
れ
ば
背
戸
に
蚊
の
多
き

夕
闇
な
り
き
」
と
詠
み
、
そ
の
情
景

が
浮
ん
で
き
ま
す
が
、
そ
の
時
、
母

に
叱
ら
れ
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
詠

ん
で
い
ま
す
。

　
釣
り
暮
し
帰
れ
ば
母
・
に
叱
ら
れ
き

　
叱
れ
る
母
に
渡
し
き
鮎
を

”
畢

　
　
　
　
論

「
も
っ
と
早
く
帰
っ
て
こ
い
」
と
い

つ
も
注
意
さ
れ
な
が
ら
、
き
ょ
う
も

ま
た
夕
暮
に
な
っ
た
。
生
家
の
う
す

暗
い
背
戸
で
叱
ら
れ
な
が
ら
母
に
鮎

か
ご
を
渡
す
少
年
牧
水
の
顔
が
浮
ん

で
き
ま
す
。
今
牧
水
は
手
の
ひ
ら
を

じ
っ
と
見
つ
め
な
が
ら
故
郷
で
の
鮎

釣
り
の
思
い
を
な
つ
か
し
ん
で
い
る

の
で
す
。
牧
水
は
そ
の
翌
年
四
十
三

歳
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
．
．

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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牧
水
祭

　
　
　
　
短
歌
募
集

　
宮
崎
県
が
生
ん
だ
旅
の
歌
人
若
山

牧
水
を
顕
彰
す
る
た
め
広
く
県
内
か

ら
短
歌
を
募
集
し
ま
す
．
．

○
題
材

　
　
自
由
．
た
だ
し
未
発
表
の
も
の

　
で
、
小
・
中
⊥
尚
校
生
は
一
人
一

　
首
、
一
般
は
三
首
以
内

○
募
集
部
門

　
　
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
・

　
大
学
一
般
の
四
部
門

。
応
募
方
法

　
　
官
製
ハ
ガ
キ
に
よ
り
、
住
所
・

　
氏
名
・
年
齢
・
職
業
（
学
生
は
学

　
校
名
と
学
年
）
・
電
話
番
号
を
記

　
入
し
、
短
歌
は
楷
書
で
正
確
に
記

　
入
す
る

○
締
め
切
り

　
　
平
成
6
年
8
月
1
2
日
（
金
）
必
着

。
送
り
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
　
〒
8
8
3
－
0
1
東
郷
町
大
字

　
山
陰
丙
【
三
二
五
番
地
］

　
「
東
郷
町
教
育
委
員
会
内
牧
水
祭

　
短
歌
募
集
係
一

　
8
㊦
1
2
8
0
7

0
入
選
者
発
表

　
入
選
者
本
人
に
直
接
通
知
し
ま
す
．

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
移
動
相
談

　
県
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
、
社
団

法
人
宮
崎
県
看
護
協
会
が
実
施
す
る

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
移
動
相
談
で
は
、

次
の
内
容
の
相
談
を
お
受
け
い
た
し

ま
す
．

◎
　
県
内
の
家
庭
に
お
ら
れ
る
看
護

　
職
の
方
々
の
就
業
相
談

◎
　
家
庭
で
お
年
寄
り
の
看
護
（
介

　
護
）
を
し
て
お
ら
れ
る
方
々
の
相
談

◎
　
在
宅
訪
問
看
護
を
看
護
し
て
お

　
ら
れ
る
看
護
職
の
方
々
の
相
談

▽
日
時
　
9
月
2
日
（
金
）

　
　
　
　
　
．
3
寺
～
5
寺

　
　
　
　
　
－
　
ロ
ド
　
　
　
　
一
　
隅
ド

▽
場
所
　
日
向
保
健
所

平
成
7
年
国
勢
調
査

　
　
　
　
標
語
募
集

　
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
施
策

の
企
画
・
立
案
の
基
本
と
な
る
人
口

数
、
世
帯
数
・
産
業
構
造
等
の
資
料

を
得
る
た
め
に
行
な
わ
れ
る
国
勢
調

査
が
来
年
（
十
月
一
日
現
在
で
）
実

施
さ
れ
ま
す
．
こ
れ
に
伴
い
、
国
勢

調
査
の
重
要
性
に
対
す
る
理
解
と
、

円
滑
な
調
査
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
、

国
勢
調
査
の
意
義
及
び
実
施
目
的
等

を
簡
潔
に
表
現
し
た
「
標
語
」
を
募

集
し
ま
す

▽
応
募
方
法
　
作
品
は
官
製
は
が
き

　
…
枚
に
つ
き
一
点
だ
け
、
楷
書
で

　
は
っ
き
り
記
入
し
て
く
だ
さ
い
．

　
な
お
作
品
以
外
に
住
所
・
氏
名
・

　
年
齢
・
性
別
・
職
業
（
学
校
名
等
）

　
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
．
．

▽
応
募
先
　
〒
1
6
2
　
東
京
都
新

　
宿
区
若
松
町
一
九
－
一

　
総
務
庁
統
計
局
統
計
調
査
部
国
勢

　
統
計
課
　
　
「
平
成
7
年
国
勢
調
査

　
標
語
募
集
担
当
」

▽
応
募
締
切
日
　
．
八
月
ミ
レ
ー
雲
水
）

▽
賞
　
小
・
中
学
生
の
部
及
び
一
般

　
の
部
に
分
け
、
賞
状
及
び
副
賞
が

　
贈
ら
れ
ま
す
、

※
応
募
に
関
し
て
の
お
問
い
合
わ
せ

　
は
、
役
場
企
画
課
企
画
係
へ

～
あ
の
人
は
？

　
　
　
　
今
ど
こ
に
～

　
警
察
で
は
、
八
月
を
「
行
方
不
明

者
等
捜
索
強
化
月
間
」
と
定
め
、
「
行

方
不
明
者
を
捜
す
相
談
所
」
を
次
の

と
お
り
開
設
し
ま
す
。

▽
日
時
　
8
月
1
日
（
月
）

　
　
　
　
1
0
時
～
1
6
時
ま
で

▽
場
所
　
日
向
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
な
お
、
県
内
各
地
で
も
相
談
所
が

開
設
さ
れ
ま
す
。
詳
し
い
日
程
等
は

最
寄
り
の
警
察
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
、
「
中
田
喜
直
ぶ
れ
あ
い

　
コ
ン
サ
ー
ト
」
開
催

　
町
内
の
小
（
四
年
生
以
上
）
・
中

学
生
を
対
象
に
、
「
夏
の
思
い
出
」
な

ど
で
お
な
じ
み
の
作
曲
家
中
田
喜
直

さ
ん
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

▽
日
時
　
8
月
1
日
（
月
）

　
　
　
　
1
3
時
3
0
分
～

▽
場
所
　
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

第
3
回
東
郷
町
観
光
協
会

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
締
切
り
迫
る
／

　
今
回
で
三
回
目
を
迎
え
た
東
郷
町

観
光
協
会
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
、
今
年

は
題
材
を
町
内
全
域
と
し
て
募
集
を

行
な
っ
て
い
ま
す
、

　
た
く
さ
ん
の
方
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
．

▽
応
募
締
切
　
8
月
3
1
日
（
水
）

▽
提
出
先
　
牧
水
公
園
内
に
あ
る
東

　
郷
町
観
光
協
会
ま
で
（
郵
送
可
）

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
8
月
1
6
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

行
政
相
談

▽
日
時
　
8
月
1
7
日
（
水
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
二
階
会
議
室

　
　
　
　
今
月
の
納
税

町
県
民
税
二
期

国
民
健
康
保
険
証
四
期

　
　
※
納
期
は
八
月
一
二
十
一
日
ま
で

箸
惣n
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
．
、

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．

〔
7
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
〕

◎
寺
迫
の
田
代
栄
一
さ
ん
か
ら

（
ヨ
シ
エ
さ
ん
・
9
0
歳
ご
逝
去
）

◎
川
南
町
の
佐
藤
栄
一
さ
ん
か
ら

（
倫
子
さ
ん
・
2
9
歳
ご
逝
去
）

◎
仲
深
の
井
本
幸
男
さ
ん
か
ら

（
芳
徳
さ
ん
・
7
4
歳
ご
逝
去
）

◎
畑
瀬
…
の
直
野
ユ
リ
子
さ
ん
か
ら

（
仲
一
さ
ん
・
7
5
歳
ご
逝
去
）

◎
田
野
の
井
本
岩
根
さ
ん
か
ら

（
ツ
ネ
さ
ん
・
8
4
歳
ご
逝
去
）

◎
小
野
田
の
橋
口
固
さ
ん
か
ら

（
捨
雄
さ
ん
・
9
1
歳
ご
逝
去
）

一
出

●

（
六
月
届
出
分
）

生
お
め
で
と
う

長
池
源
大

黒
木
健
斗

赤
ち
ゃ
ん
の
名

公
　
一

和
」
彦

保
護
者

福
瀬
寺
迫
住
所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

氏
　
　
　
名

年
齢

住
所

山
　
ロ
　
キ
　
ク

π
歳

．
八
重
原

田
代
ヨ
シ
エ

90

ﾎ

寺
　
迫

井
本
芳
徳
74

ﾎ

仲
　
深

礎
野
仲
　
一

万
歳

福
瀬

橋
口
捨
雄
91

ﾎ

小
野
田

西
田
重
利
64

ﾎ

小
野
田

一
一
重
幸
67

ﾎ

小
野
田

井
本
ツ
ネ
84

ﾎ

田
　
野

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係㊥2111（14）まで〉
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